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概要 

LC88F58B0Aは、Xstromy16CPUを中心にして、128KバイトのフラッシュROM(オンボード書き換え可

能),6KバイトRAM,16ビットタイマ×6,時計用ベースタイマ,自動転送機能付き同期式SIO×2,シング

ルマスタI2C/同期式SIO×1,非同期式SIO(UART)×2,12ビット分解能×11チャネルADコンバータ, 

モータ駆動信号発生回路，周期可変12ビットPWM×2，ウォッチドックタイマ，システムクロック分

周機能，40要因(24モジュール)16ベクタ割り込み機能，オンチップデバッガ機能等を1チップに集積

した16ビットマイクロコントローラである。 

 

特長 

■Xstromy16 CPU 

・4Gバイトのアドレス空間 

・汎用レジスタ：16ビット×16本 

 

■フラッシュROM 

・電源電圧3.0～5.5Vの幅広いオンボード書き込みが可能 

・128バイト/1Kバイト単位でのブロック消去可能 

・2バイト単位でのデータ書き込み 

・131072×8ビット 

 

■RAM 

・6144×8ビット 

 

■最小命令サイクルタイム(tCYC) 

・83.3ns(12MHz) VDD=4.5～5.5V 

・100ns(10MHz) VDD=3.0～5.5V 

・500ns(2MHz) VDD=2.2～5.5V 

 

注文コード No. NA1951 

CMOS LSI 

16-bit Microcontroller 
128K-byte Flash ROM / 6K-byte RAM / 64-pin 

※この製品は米国 SST 社(Silicon Storage Technology,Inc.)のライセンスを受けています。 



LC88F58B0A 

 No.A1951-2/34 

■ポート 

・ノーマル耐圧入出力ポート 

1ビット単位で入出力指定可能 52(P0n,P1n,P2n,P30～P33,P4n,P6n,P70～P72,PA0～PA3,PC2) 

・発振/ノーマル耐圧入出力ポート 2(PC0,PC1) 

・発振専用ポート 2(CF1,CF2) 

・リセット端子 1(RESB) 

・TEST端子 1(TEST) 

・電源端子 6(VSS1～3,VDD1～3) 

 

■タイマ 

・タイマ0：PWM/トグル出力可能な16ビットタイマ 

①5ビットプリスケーラ付き 

②8ビットPWM×2、8ビットタイマ＋8ビットPWM分割モード選択可能 

③クロックソースをシステムクロック、OSC0、OSC1、内蔵RCから選択 

・タイマ1：キャプチャレジスタ付き16ビットタイマ 

①5ビットプリスケーラ付き 

②8ビットタイマ×2chの分割可能 

③クロックソースをシステムクロック、OSC0、OSC1、内蔵RCから選択 

・タイマ2：キャプチャレジスタ付き16ビットタイマ 

①4ビットプリスケーラ付き 

②8ビットタイマ×2chに分割可能 

③クロックソースをシステムクロック、OSC0、OSC1、外部イベントから選択 

・タイマ3：PWM/トグル出力可能な16ビットタイマ 

①8ビットプリスケーラ付き 

②8ビットタイマ×2ch、8ビットタイマ＋8ビットPWMの分割モード選択可能 

③クロックソースをシステムクロック、OSC0、OSC1、外部イベントから選択 

・タイマ4：トグル出力可能な16ビットタイマ 

①クロックソースをシステムクロック、プリスケーラ0から選択 

・タイマ5：トグル出力可能な16ビットタイマ 

①クロックソースをシステムクロック、プリスケーラ0から選択 

・ベースタイマ 

①クロックは、OSC0(32.768kHz水晶発振),システムクロックの分周出力から選択できる。 

②7種類の時間での割り込み発生が可能 
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■シリアルインタフェース 

・SIO0：8ビット同期式S10 

①LSB先頭/MSB先頭切換え可能 

②8ビット以下の通信可能(1ビット～8ビットのビット指定可能) 

③8ビットボーレートジェネレータ内蔵(転送クロック4tCYC～512tCYC) 

④連続データ自動転送機能(9ビット～32768ビットのビット単位指定可能) 

⑤インターバル機能(インターバル時間0～64tSCK単位で指定可能) 

⑥ウェークアップ機能 

・SIO1：8ビット同期式SIO 

①LSB先頭/MSB先頭切換え可能 

②8ビット以下の通信可能(1ビット～8ビットのビット指定可能) 

③8ビットボーレートジェネレータ内蔵(転送クロック4tCYC～512tCYC) 

④連続データ自動転送機能(9ビット～32768ビットのビット単位指定可能) 

⑤インターバル機能(インターバル時間0～64tSCK単位で指定可能) 

⑥ウェークアップ機能 

・SMIIC0：シングルマスタI2C/8ビット同期式SIO 

  モード0：Single-masterのマスタモードによる通信 

  モード1：同期式8ビットシリアルI/O(データMSB先頭) 

・UART0 

①データ長 ：8ビット(LSBファースト) 

②スタートビット ：1ビット 

③ストップピット ：1ビット 

④パリティビット ：なし/偶数パリティ/奇数パリティ 

⑤転送レート ：4/8サイクル 

⑥ボーレートソースクロック：P07入力信号を1サイクルとして使用(T0PWMHをクロックソースとし 

て使用可能) 

⑦全二重通信 

 (注)サイクルはボーレートクロックソースの1周期 

・UART2 

①データ長 ：8ビット(LSBファースト) 

②スタートビット ：1ビット 

③ストップピット ：1/2ビット 

④パリティビット     ：なし/偶数パリティ/奇数パリティ 

⑤転送レート       ：8～4096サイクル 

⑥ボーレートソースクロック：システムクロック/OSC0/OSC1 

⑦ウェークアップ機能 

⑧全二重通信 

  (注)サイクルはボーレートクロックソースの1周期 

 

■ADコンバータ 

①12/8ビット分解能切換え 

②アナログ入力：11チャネル 

③コンパレータモード 

④基準電圧自動発生 
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■PWM 

・PWM0：周期可変12ビットPWM×2チャネル(PWM0A,PWM0B) 

①2チャネル1組で構成され制御は独立 

②クロックソースをシステムクロック，OSC1から選択可能 

③8ビットプリスケーラ内蔵：TPWMR0＝(プリスケーラ設定値＋1)×クロック周期 

④8ビット基本波PWM発生回路＋4ビット付加パルス発生回路 

⑤基本波PWMモード 

基本波周期 16TPWMR0～256TPWMR0 

HIGHパルス幅 0～(基本波周期－TPWMR0) 

⑥基本波＋付加パルスモード 

基本波周期 16TPWMR0～256TPWMR0 

全体周期 基本波周期×16 

HIGHパルス幅 0～(基本波周期－TPWMR0) 

 

■ウォッチドッグタイマ 

①ベースタイマ＋内蔵ウォッチドック専用カウンタにより動作する。 

②割り込み,リセットの選択可能 

 

■モータ駆動信号発生回路 

 

■割り込み(周辺機能) 

・40要因(24モジュール)16ベクタ 

  ①割り込みは3レベルの多重割り込み制御。割り込み処理中に、同一レベルまたは下位のレベル 

   の割り込み要求が入っても受け付けない。 

  ②2つ以上のベクタアドレスへの割り込み要求が同時に発生した場合、レベルの高いものが優先 

   される。また、同一レベルでは飛び先ベクタアドレスの小さい方の割り込みが優先される。 

No. ベクタ 割り込みモジュール 

1 08000H ウォッチドックタイマ(1) 

2 08004H ベースタイマ(2) 

3 08008H タイマ0(2) 

4 0800CH INT0(1) 

5 08010H  

6 08014H INT1(1) 

7 08018H INT2(1)/タイマ1(2)/UART2(4) 

8 0801CH INT3(1)/タイマ2(4)/SMIIC0(1) 

9 08020H INT4(1)/タイマ3(2) 

10 08024H INT5(1)/タイマ4(1)/SIO1(2) 

11 08028H USM0(3) 

12 0802CH PWM0(1) 

13 08030H ADC(1)/タイマ5(1) 

14 08034H INT6(1) 

15 08038H INT7(1)/SIO0(2) 

16 0803CH ポート0(3) 

  ・優先レベルを3レベル指定可能 

  ・同一レベルではベクタアドレスの小さいものが優先 

・()の数字はモジュール内の要因数 
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■サブルーチンスタック：6KバイトRAM領域 

・PSWを自動退避するサブルーチンコール、割り込みベクタコール：6バイト 

・PSWを自動退避しないサブルーチンコール：4バイト 

 

■乗除算命令 

・16ビット×16ビット (実行時間：18tCYC) 

・16ビット÷16ビット (実行時間：18～19tCYC) 

・32ビット÷16ビット (実行時間：18～19tCYC) 

 

■発振回路 

・RC発振回路(内蔵) ：システムクロック用 

・OSC1(CF発振回路) ：システムクロック用,Rf内蔵 

・OSC0(水晶発振回路) ：低速システムクロック用 

・SLRC発振回路(内蔵) ：システムクロック用（例外処理時） 

 

■システムクロック分周機能 

・低消費電流動作可能 

・システムクロックの1～128分周の設定が可能 

 

■スタンバイ機能 

・HALTモード：命令実行停止,周辺回路動作継続 

①発振の停止は自動的には行わない。 

②システムリセットまたは割り込みの発生により解除。 

・HOLDモード：命令実行停止,周辺回路動作停止 

①OSC1,RC発振,OSC0のいずれも自動的に停止する。 

②HOLDモードを解除するには次の3つの方法がある。 

(1)リセット端子に｢L｣レベルを入力する。 

(2)INT0,INT1,INT2,INT4,INT5,INT6,INT7の少なくとも1つの端子に指定されたレベルを入

力する。 

(3)ポート0で割り込み要因が成立する。 

(4)SIO0,SIO1で割り込みが成立する。 

(5)UART2で割り込みが成立する。 

・HOLDXモード：命令実行停止,OSC0で動作する周辺回路以外の動作停止 

①OSC1,RC発振は自動的に停止する。 

②OSC0は突入時の状態を維持する。 

③HOLDXモードを解除するには次の4つの方法がある。 

(1)リセット端子に｢L｣レベルを入力する。 

(2)INT0,INT1,INT2,INT4,INT5,INT6,INT7の少なくとも1つの端子に指定されたレベルを入

力する。 

(3)ポート0で割り込み要因が成立する。 

(4)ベースタイマ回路で割り込み要因が成立する。 

(5)SIO0,SIO1で割り込みが成立する。 

(6)UART2で割り込みが成立する。 

 

■オンチップデバッガ機能 

・ターゲット基板に実装状態でソフトデバッグ可能 

・ソースラインデバッグ機能、トレース機能、ブレークポイント設定 

・1ワイヤー通信 
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■出荷形態 

・SQFP64(10×10) ：『鉛・ハロゲンフリー仕様品』 

 

■開発ツール 

・オンチップデバッガ：EOCUIF1＋LC88F58B0A 

 

■書き込み基板 

パッケージ 書き込み基板 

SQFP64(10×10) W88F58SQ 

 

■フラッシュライタ 

メーカー モデル 対応バージョン デバイス 

フラッシュサポートグループ 

(シングル) 
AF9708/09/09B/09C Rev.03.04以降 LC88F58B0A 

フラッシュサポートグループ 

(ギャング) 

AF9723/23B Rev.02.29以降 LC88F58B0A 

AF9833 Rev.01.90以降 

当社 SKK/SKK Type-B Rev.01.13以降 LC88F58B0A 

 

外形図 

unit:mm (typ) 
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ピン配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SQFP64(10×10)『鉛・ハロゲンフリー仕様品』 
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システムブロック図 
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端子機能表 

端子名 I/O 機能説明 

VSS1,VSS2, 

VSS3 

- 電源の－端子 

VDD1,VDD2, 

VDD3 

- 電源の＋端子 

ポート0 I/O ・8ビットの入出力ポート 

・1ビット単位の入出力指定可能 

・1ビット単位のプルアップ抵抗 ON/OFF可能 

・HOLD解除入力(P00～P03,P04,P05) 

・ポート0割り込み入力(P00～P03,P04,P05) 

・端子機能 

P06：タイマ0L出力 

P07：タイマ0L出力/UART0クロック入力 

P00～P07 

ポート1 I/O ・8ビットの入出力ポート 

・1ビット単位の入出力指定可能 

・1ビット単位のプルアップ抵抗 ON/OFF可能 

・端子機能 

P10：SIO0データ出力 

P11：SIO0データ入力/バス入出力 

P12：SIO0クロック入出力 

P13：UART0送信 

P14：タイマ3L出力/UART0受信 

P15：タイマ3H出力 

P16：UART2受信 

P17：UART2送信 

P10～P17 

ポート2 I/O ・8ビットの入出力ポート 

・1ビット単位の入出力指定可能 

・1ビット単位のプルアップ抵抗 ON/OFF可能 

・端子機能 

P20：INT4入力/HOLD解除入力/タイマ3イベント入力/ 

タイマ2Lキャプチャ入力/タイマ2Hキャプチャ入力 

P21：INT5入力/HOLD解除入力/タイマ3イベント入力/ 

タイマ2Lキャプチャ入力/タイマ2Hキャプチャ入力 

P22：SMIIC0クロック入出力 

P23：SMIIC0バス入出力/データ入力 

P24：SMIIC0データ出力(3線式SIOモード時使用) 

P25：タイマ4出力 

P26：タイマ5出力 

インタラプト受付形式 

INT4,INT5：Hレベル,Lレベル,Hエッジ,Lエッジ,両エッジ 

P20～P27 

次ページへ続く。 
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前ページより続く｡ 

端子名 I/O 機能説明 

ポート3 I/O ・4ビットの入出力ポート 

・1ビット単位の入出力指定可能 

・1ビット単位のプルアップ抵抗 ON/OFF可能 

・端子機能 

P30：INT0入力/HOLD解除/タイマ2Lキャプチャ入力 

P31：INT1入力/HOLD解除/タイマ2Hキャプチャ入力 

P32：INT2入力/HOLD解除/タイマ2イベント入力/タイマ2Lキャプチャ入力 

P33：INT3入力/HOLD解除/タイマ2イベント入力/タイマ2Hキャプチャ入力 

インタラプト受付形式 

INT0～INT3：Hレベル,Lレベル,Hエッジ,Lエッジ,両エッジ 

P30～P33 

ポート4 I/O ・8ビットの入出力ポート 

・1ビット単位の入出力指定可能 

・1ビット単位のプルアップ抵抗 ON/OFF可能 

・端子機能 

P40：INT6入力/HOLD解除入力 

P41：INT7入力/HOLD解除入力 

P43：SIO1データ出力 

P44：SIO1データ入力/バス入出力 

P45：SIO1クロック入出力 

P46：PWM00出力 

P47：PWM01出力 

インタラプト受付形式 

INT6,INT7：Hレベル,Lレベル,Hエッジ,Lエッジ,両エッジ 

P40～P47 

ポート6 I/O ・8ビットの入出力ポート 

・1ビット単位の入出力指定可能 

・1ビット単位のプルアップ抵抗 ON/OFF可能 

・端子機能 

AN0(P60)～AN7(P67)：AD変換入力ポート 

P60～P67 

ポート7 I/O ・3ビットの入出力ポート 

・1ビット単位の入出力指定可能 

・1ビット単位のプルアップ抵抗 ON/OFF可能 

・端子機能 

AN8(P70)～AN10(P72)：AD変換入力ポート 

P70～P72 

ポートA I/O ・4ビットの入出力ポート 

・1ビット単位の入出力指定可能 

・1ビット単位のプルアップ抵抗 ON/OFF可能 

・端子機能 

PA0：USM0出力0 

PA1：USM0出力1 

PA2：USM0出力2 

PA3：USM0出力3 

PA0～PA3 

次ページへ続く。 
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前ページより続く｡ 

端子名 I/O 機能説明 

ポートC I/O ・3ビットの入出力ポート(出力時：Nch-オープンドレイン(PC0～PC1),CMOS(PC2)) 

・1ビット単位の入出力指定可能 

・端子機能 

PC0：32.768kHz水晶発振子入力 

PC1：32.768kHz水晶発振子出力 

PC2：FILT 

PC0～PC2 

TEST I/O ・TEST端子 

・オンチップデバッガ通信端子 

・100kΩのプルダウン抵抗を外部に接続 
RESB I リセット端子 

CF1 I セラミック発振子用入力端子 

CF2 O セラミック発振子用出力端子 

 

ポート出力形態 

ポート出力形態とプルアップ抵抗の有無を以下に示す。 

なお、入力ポートでのデータの読み込みは、ポートが出力モード時でも可能である。 

ポート名 
出力形式 

切換え単位 

出力形式 

種類 
出力形式 プルアップ抵抗 

P00～P07 

P10～P17 

P20～P27 

P30～P33 

P40～P47 

P60～P67 

P70～P72 

PA0～PA3 

1ビット単位 1 CMOS プログラマブル 

2 Nch-オープンドレイン 

PC2 － － CMOS 

PC0 － － Nch-オープンドレイン 

(32.768kHz水晶発振子用入力) 

なし 

PC1 － － Nch-オープンドレイン 

(32.768kHz水晶発振子用出力) 

なし 

※VDD1端子に入るノイズを小さくし、バックアップ時間を長くするために、次のように接続すること。 

VSS1端子とVSS2端子とVSS3端子は必ず電気的にショートすること。 
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(例1)HOLDモードでバックアップ時、ポート出力の｢H｣レベルはバックアップ用コンデンサより供給 

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例2)HOLDモードバックアップ時、ポートの｢H｣レベル出力は保持されず不定となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LSI

電源 

VSS1

バックアップ用 

VSS2 VSS3

VDD3 

VDD2 

VDD1 

+ 
- 

1kΩ 

2.2μF 

PC2/FILT

電源 

バックアップ用 

VDD3 

VDD2 

VDD1 

LSI

VSS1 VSS2 VSS3

+ 
- 

1kΩ 

2.2μF 

PC2/FILT
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絶対最大定格/Ta=25℃,VSS1=VSS2=VSS3=0V 

項目 記号 適用端子・備考 条件 
 規格 

VDD[V] min typ max unit

最大電源電圧 VDD max VDD1,VDD2,VDD3 VDD1=VDD2=VDD3  －0.3  ＋6.5 

V 

入力電圧 VI(1) CF1,RESB  
 －0.3  

VDD 

＋0.3 

入出力電圧 VIO(1) ポート0,1,2 

ポート3,4 

ポート6,7 

ポートA,C 

 

 －0.3  
VDD 

＋0.3 

高
レ
ベ
ル
出
力
電
流 

ピーク出力 

電流 

IOPH(1) ポート0,1,2 

P70～P72 

P40～P45 

PA0～PA3 

CMOS出力選択 

適用1端子当り 
 －10   

mA 

IOPH(2) P46,P47 適用1端子当り  －20   

IOPH(3) ポート6 

P30～P33 

PC2 

適用1端子当り 

 －5   

平均出力 

電流 

(注1-1) 

IOMH(1) ポート0,1,2 

P70～P72 

P36～P37 

P40～P45 

PA0～PA3 

CMOS出力選択 

適用1端子当り 

 －7.5   

IOMH(2) P46,P47 適用1端子当り  －10   

IOMH(3) ポート6 

P30～P33 

PC2 

適用1端子当り 

 －3   

合計出力 

電流 

ΣIOAH(1) P30～P33,PC2 適用全端子合計  －15   

ΣIOAH(2) ポート6 適用全端子合計  －15   

ΣIOAH(3) ポート6 

P30～P33 

PC2 

適用全端子合計 

 －20   

ΣIOAH(4) ポート0,1 

P25～P27 

適用全端子合計 
 －25   

ΣIOAH(5) P20～P24 適用全端子合計  －25   

ΣIOAH(6) ポート0,1,2 適用全端子合計  －45   

ΣIOAH(7) P40～P45 

PA0～PA3 

適用全端子合計 
 －25   

ΣIOAH(8) P46～P47 

P70～P72 

適用全端子合計 
 －25   

ΣIOAH(9) ポート4 

P70～P72 

PA0～PA3 

適用全端子合計 

 －45   

注1-1：平均出力電流は100ms期間の平均値を示す。 

次ページへ続く。 
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前ページより続く｡ 

項目 記号 適用端子・備考 条件 
 規格 

VDD[V] min typ max unit

低
レ
ベ
ル
出
力
電
流 

ピーク出力 

電流 

IOPL(1) ポート0,1,4 

P70～P72 

PA0～PA3 

P20,P21, 

P24～P27 

適用1端子当り 

  20 

mA 

IOPL(2) P22,P23 適用1端子当り   25 

IOPL(3) P30～P33 

ポート6 

PC0～PC2 

適用1端子当り 

  10 

平均出力 

電流 

(注1-1) 

IOML(1) ポート0,1,4 

P70～P72 

PA0～PA3 

P20,P21, 

P24～P27 

適用1端子当り 

  15 

IOML(2) P22,P23 適用1端子当り   20 

IOML(3) P30～P33 

ポート6 

PC0～PC2 

適用1端子当り 

  7.5 

合計出力 

電流 

ΣIOAL(1) P30～P34 

PC0～PC2 

適用全端子合計 
  15 

ΣIOAL(2) ポート6 適用全端子合計   15 

ΣIOAL(3) ポート6 

P30～P33 

PC0～PC2 

適用全端子合計 

  20 

ΣIOAL(4) ポート0,1 

P25～P27 

適用全端子合計 
  45 

ΣIOAL(5) P20～P24 適用全端子合計   45 

ΣIOAL(6) ポート0,1,2 適用全端子合計   80 

ΣIOAL(7) P40～P45 

PA0～PA3 

適用全端子合計 
  45 

ΣIOAL(8) P46～P47 

P70～P72 

適用全端子合計 
  45 

ΣIOAL(9) ポート4 

P70～P72 

PA0～PA3 

適用全端子合計 

  80 

許容消費電力 Pd max SQFP64(10×10) Ta=－40～＋85℃   200 mW 

動作周囲温度 Topr    －40  ＋85 
℃ 

保存周囲温度 Tstg    －55  ＋125 

注1-1：平均出力電流は100ms期間の平均値を示す。 

 
最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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許容動作条件/Ta=－40～＋85℃,VSS1=VSS2=VSS3=0V 

項目 記号 適用端子・備考 条件 
 規格 

VDD[V] min typ max unit

動作電源電圧 

(注2-1) 

VDD(1) VDD1=VDD2=VDD3 0.081μs≦tCYC≦66μs  4.5  5.5

V 

0.098μs≦tCYC≦66μs  3.0  5.5

0.490μs≦tCYC≦66μs  2.2  5.5

メモリ保持 

電源電圧 

VHD VDD1=VDD2=VDD3 HOLDモード時 

RAM,レジスタ保持 
 2.0  5.5

高レベル 

入力電圧 

VIH(1) ポート0,1,2,3,4 

ポートA 

 
2.2～5.5

0.3VDD 

＋0.7 
 VDD

VIH(2) ポート6,7,PC2  
2.2～5.5

0.3VDD

＋0.7 
 VDD

VIH(3) CF1,RESB 

PC0,PC1 

 
2.2～5.5 0.75VDD  VDD

VIH(4) P22,P23のI2C側  2.2～5.5 0.7VDD  VDD

低レベル 

入力電圧 

VIL(1) ポート1,2,3,4 

ポートA 

のPnFSAn=0の時 

ポート0,6,7,PC2 

 
4.0～5.5 VSS  

0.1VDD

＋0.4

VIL(2)  
2.2～4.0 VSS  0.2VDD

VIL(3) ポート1,2,3,4 

ポートA 

のPnFSAn=1の時 

 
4.0～5.5 VSS  

0.15VDD

＋0.4

VIL(4)  2.2～4.0 VSS  0.2VDD

VIL(5) CF1,RESB 

PC0,PC1 

 
2.2～5.5 VSS  0.25VDD

VIL(6) P22,P23のI2C側  2.2～5.5 VSS  0.3VDD

命令サイクル 

タイム 

(注2-2) 

tCYC   4.5～5.5 0.081  66

μs3.0～5.5 0.098  66

2.2～5.5 0.490  66

外部システム 

クロック周波数 

FEXCF(1) CF1 ･CF2端子オープン 

･システムクロック分周

1/1 

･外部システムクロック

 のDUTY50±5% 

4.5～5.5 0.1  12

MHz

3.0～5.5 0.1  10

2.2～5.5 0.1  2

･CF2端子オープン 

･システムクロック分周

1/2 

4.5～5.5 0.2  24

3.0～5.5 0.2  20

2.2～5.5 0.2  4

注2-1：フラッシュROMへのオンボード書込みは、VDD≧3.0Vとすること。 

注2-2：tCYCと発振周波数の関係式は、1/1分周時：1/FmCF、1/2分周時：2/FmCF。 

次ページへ続く。 
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前ページより続く｡ 

項目 記号 適用端子・備考 条件 
 規格 

VDD[V] min typ max unit

発振周波数範囲 

(注2-3) 

FmCF(1) CF1,CF2 12MHzセラミック発振時 

図1参照 
4.5～5.5  12 

MHz

FmCF(2) CF1,CF2 10MHzセラミック発振時 

図1参照 
3.0～5.5  10 

FmCF(3) CF1,CF2 4MHzセラミック発振時 

図1参照 
2.2～5.5  4 

FmRC  内蔵RC発振 2.2～5.5 0.5 1.0 2.0

FmSLRC  内蔵低速RC発振 2.2～5.5 18 30 45

kHzFsX'tal XT1,XT2 32.768kHz水晶発振時 

図2参照 
2.2～5.5  32.768 

注 2-3：発振定数は表 1,2 参照のこと。 
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電気的特性/Ta=－40～＋85℃,VSS1=VSS2=VSS3=0V 

項目 記号 適用端子・備考 条件 
 規格 

VDD[V] min typ max unit

高レベル入力電流 IIH(1) ポート0,1,2 

ポート3,4 

ポート6,7 

ポートA,C 

RESB 

出力ディセーブル 

プルアップ抵抗オフ 

VIN=VDD 

(出力Tr.のオフリーク

 電流を含む) 

2.2～5.5   1

μA 
IIH(2) CF1 VIN=VDD 2.2～5.5   15

低レベル入力電流 IIL(1) ポート0,1,2 

ポート3,4 

ポート6,7 

ポートA,C 

RESB 

出力ディセーブル 

プルアップ抵抗オフ 

VIN=VSS 

(出力Tr.のオフリーク

 電流を含む) 

2.2～5.5 －1  

IIL(2) CF1 VIN=VSS 2.2～5.5 －15  

高レベル出力電圧 VOH(1) ポート0,1,2 

PA0～PA3 

P40～P45 

IOH=－1.0mA 4.5～5.5 VDD－1  

V 

VOH(2) IOH=－0.4mA 3.0～5.5 VDD－0.4  

VOH(3) IOH=－0.2mA 2.2～5.5 VDD－0.4  

VOH(4) ポート6 

P30～P33 

PC2 

IOH=－0.4mA 3.0～5.5 VDD－0.4  

VOH(5) IOH=－0.2mA 2.2～5.5 VDD－0.4  

VOH(6) P46,P47 IOH=－10mA 4.5～5.5 VDD－1.5  

VOH(7) IOH=－1.6mA 3.0～5.5 VDD－0.4  

VOH(8) IOH=－1.0mA 2.2～5.5 VDD－0.4  

低レベル出力電圧 VOL(1) ポート0,1 

ポート4,7 

P20～P21 

P24～P27 

PA0～PA3 

IOL=10mA 4.5～5.5   1.5

VOL(2) IOL=1.6mA 3.0～5.5   0.4

VOL(3) IOL=1.0mA 

2.2～5.5   0.4

VOL(4) P22,P23 IOL=11mA 4.5～5.5   1.5

VOL(5) IOL=3.0mA 3.0～5.5   0.4

VOL(6) IOL=1.3mA 2.2～5.5   0.4

VOL(7) ポート6,C 

P30～P33 

IOL=1.6mA 3.0～5.5   0.4

VOL(8) IOL=1.0mA 2.2～5.5   0.4

プルアップ抵抗 Rpu(1) ポート0,1,2,3 

ポート4,6,7 

ポートA,PC2 

VOH=0.9VDD 4.5～5.5 15 35 80

kΩ Rpu(2) 
2.2～4.5 18 55 150

ヒステリシス電圧 VHYS RESB 

ポート1,2,3,4,A

のPnFSAn=1の時 

 

2.2～5.5  0.1VDD V 

端子容量 CP 全端子 被測定端子以外 

VIN=VSS 

f=1MHz 

Ta=25℃ 

2.2～5.5  10 pF 
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シリアル入出力特性/Ta=－40～＋85℃,VSS1=VSS2=VSS3=0V 

SIO0 シリアル入出力特性(ウェークアップ機能不使用時)(注 4-1-1) 

項目 記号 
適用端子

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit

シ
リ
ア
ル
ク
ロ
ッ
ク 

入
力
ク
ロ
ッ
ク 

周期 tSCK(1) SCK0(P12) ･図6参照 

2.2～5.5

4   

tCYC

低レベル 

パルス幅 

tSCKL(1) 
2   

高レベル 

パルス幅 

tSCKH(1) 2   

tSCKHA(1) ･自動通信モード 

･図6参照 
6   

tSCKHBSY 

(1a) 

･自動通信モード 

･図6参照 
23   

tSCKHBSY 

(1b) 

･自動通信モード以外 

･図6参照 
4   

出
力
ク
ロ
ッ
ク 

周期 tSCK(2) 

 

SCK0(P12) ･CMOS出力選択時 

･図6参照 

2.2～5.5

4   

低レベル 

パルス幅 

tSCKL(2) 

 
1/2 

tSCK
高レベル 

パルス幅 

tSCKH(2) 

 
1/2 

tSCKHA(2) ･自動通信モード 

･CMOS出力選択時 

･図6参照 

6   

tCYC
tSCKHBSY(2a) ･自動通信モード 

･CMOS出力選択時 

･図6参照 

4  23 

tSCKHBSY(2b) ･自動通信モード以外 

･図6参照 
4   

シ
リ
ア
ル
入
力 

データセット 

アップ時間 

tsDI(1) 

 

SI0(P11),

SB0(P11) 

･SIOCLKの立ち上がりに

対して規定する 

･図6参照 2.2～5.5

0.03   

μs

データホールド

時間 

thDI(1) 

 

 

0.03   

シ
リ
ア
ル
出
力 

入
力
ク
ロ
ッ
ク 

出力遅延 

時間 

tdD0(1) 

 

 

 

 

SO0(P10),

SB0(P11) 

･(注4-1-2) 

2.2～5.5

  
1tCYC 

＋0.05 

出
力
ク
ロ
ッ
ク 

tdDO(2) 

 

 

 

 

･(注4-1-2) 

  
1tCYC 

＋0.05 

注4-1-1：本規格値は理論値である。使用の状態に合わせて必ずマージンを確保すること。 

注4-1-2：SIOCLKの立ち下がりに対して規定する。オープンドレイン出力時は出力変化開始までの 

時間として規定する。図6参照。 



LC88F58B0A 

 No.A1951-19/34 

SIO0 シリアル入出力特性(ウェークアップ機能使用時)(注 4-2-1) 

項目 記号 
適用端子

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit

シ
リ
ア
ル
ク
ロ
ッ
ク 

入
力
ク
ロ
ッ
ク 

周期 tSCK(3) SCK0(P12) ･図6参照 

2.2～5.5

2  

tCYC

低レベル 

パルス幅 

tSCKL(3) 

 
1  

高レベル 

パルス幅 

tSCKH(3) 1  

tSCKHBSY(3) 2  

シ
リ
ア
ル
入
力 

データセット 

アップ時間 

tsDI(2) 

 

SI0(P11),

SB0(P11) 

･SIOCLKの立ち上がりに

対して規定する 

･図6参照 2.2～5.5

0.03  

μs

データホールド

時間 

thDI(2) 

 

 

0.03  

シ
リ
ア
ル
出
力 

入
力
ク
ロ
ッ
ク 

出力遅延 

時間 

tdD0(3) 

 

 

 

 

SO0(P10),

SB0(P11) 

･(注4-2-2) 

2.2～5.5   
1tCYC

＋0.05

注4-2-1：本規格値は理論値である。使用の状態に合わせて必ずマージンを確保すること。 

注4-2-2：SIOCLKの立ち下がりに対して規定する。オープンドレイン出力時は出力変化開始までの 

時間として規定する。図6参照。 
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SIO1 シリアル入出力特性(ウェークアップ機能不使用時)(注 4-3-1) 

項目 記号 
適用端子

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit

シ
リ
ア
ル
ク
ロ
ッ
ク 

入
力
ク
ロ
ッ
ク 

周期 tSCK(4) SCK1(P45) ･図6参照 

2.2～5.5

4  

tCYC

低レベル 

パルス幅 

tSCKL(4) 
2  

高レベル 

パルス幅 

tSCKH(4) 2  

tSCKHA(4) ･自動通信モード 

･図6参照 
6  

tSCKHBSY(4a) ･自動通信モード 

･図6参照 
23  

tSCKHBSY(4b) ･自動通信モード以外 

･図6参照 
4  

出
力
ク
ロ
ッ
ク 

周期 tSCK(5) 

 

SCK1(P45) ･CMOS出力選択時 

･図6参照 

2.2～5.5

4  

低レベル 

パルス幅 

tSCKL(5) 
1/2 

tSCK
高レベル 

パルス幅 

tSCKH(5) 

 
1/2 

tSCKHA(5) ･自動通信モード 

･CMOS出力選択時 

･図6参照 

6  

tCYC
tSCKHBSY(5a) ･自動通信モード 

･CMOS出力選択時 

･図6参照 

4  23

tSCKHBSY(5b) ･自動通信モード以外 

･図6参照 
4  

シ
リ
ア
ル
入
力 

データセット 

アップ時間 

tsDI(3) 

 

SI1(P44),

SB1(P44) 

･SIOCLKの立ち上がりに

対して規定する 

･図6参照 2.2～5.5

0.03  

μs

データホールド

時間 

thDI(3) 

 

 

0.03  

シ
リ
ア
ル
出
力 

入
力
ク
ロ
ッ
ク 

出力遅延 

時間 

tdD0(4) 

 

 

 

 

SO1(P43),

SB1(P44) 

 

 

･(注4-3-2) 

2.2～5.5

  
1tCYC

＋0.05

出
力
ク
ロ
ッ
ク 

tdDO(5) 

 

 

 

 

･(注4-3-2) 

  
1tCYC

＋0.05

注4-3-1：本規格値は理論値である。使用の状態に合わせて必ずマージンを確保すること。 

注4-3-2：SIOCLKの立ち下がりに対して規定する。オープンドレイン出力時は出力変化開始までの 

時間として規定する。図6参照。 
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SIO1 シリアル入出力特性(ウェークアップ機能使用時)(注 4-4-1) 

項目 記号 
適用端子

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit

シ
リ
ア
ル
ク
ロ
ッ
ク 

入
力
ク
ロ
ッ
ク 

周期 tSCK(6) SCK1(P45) ･図6参照 

2.2～5.5

2  

tCYC

低レベル 

パルス幅 

tSCKL(6) 

 
1  

高レベル 

パルス幅 

tSCKH(6) 1  

tSCKHBSY(6) 2  

シ
リ
ア
ル
入
力 

データセット 

アップ時間 

tsDI(4) 

 

SI1(P44),

SB1(P44) 

･SIOCLKの立ち上がりに

対して規定する 

･図6参照 2.2～5.5

0.03  

μs

データホールド

時間 

thDI(4) 

 

 

0.03  

シ
リ
ア
ル
出
力 

入
力
ク
ロ
ッ
ク 

出力遅延 

時間 

tdD0(6) 

 

 

 

 

SO1(P43),

SB1(P44) 

 

･(注4-4-2) 

2.2～5.5   
1tCYC

＋0.05

注4-4-1：本規格値は理論値である。使用の状態に合わせて必ずマージンを確保すること。 

注4-4-2：SIOCLKの立ち下がりに対して規定する。オープンドレイン出力時は出力変化開始までの 

時間として規定する。図6参照。 

 

SMIIC0 単純 SIO モード時入出力特性 

項目 記号 
適用端子

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit

シ
リ
ア
ル
ク
ロ
ッ
ク 

入
力
ク
ロ
ッ
ク 

周期 tSCK(7) 

 

SM0CK 

(P22) 

図6参照 

2.2～5.5

8  

tCYC

低レベル 

パルス幅 

tSCKL(7) 

 
4  

高レベル 

パルス幅 

tSCKH(7) 

 
4  

出
力
ク
ロ
ッ
ク 

周期 tSCK(8) 

 

SM0CK 

(P22) 

･CMOS出力選択時 

･図6参照 

2.2～5.5

8  

低レベル 

パルス幅 

tSCKL(8) 

 
1/2 

tSCK
高レベル 

パルス幅 

tSCKH(8) 

 
1/2 

シ
リ
ア
ル
入
力 

データセット 

アップ時間 

 

tsDI(5) SM0DA 

(P23) 

･SIOCLKの立ち上がりに

対して規定する 

･図6参照 2.2～5.5

0.03  

μs 

データホールド

時間 

thDI(5) 
0.03  

シ
リ
ア
ル
出
力 

出力遅延時間 tdD0(7) SM0DO 

(P24), 

SM0DA 

(P23) 

 

･SIOCLKの立ち下がりに

対して規定する 

･出力変化開始までの時

間として規定する。 

･図6参照 

2.2～5.5   
1tCYC

＋0.05

注4-5-1：本規格値は理論値である。使用の状態に合わせて必ずマージンを確保すること。 
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SMIIC0 I2C モード時入出力特性 

項目 記号 
適用端子 

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit

ク
ロ
ッ
ク 

入
力
ク
ロ
ッ
ク 

周期 tSCL SM0CK(P22) ･図8参照 

2.2～5.5

5  

Tfilt

低レベル 

パルス幅 

tSCLL 

 
2.5  

高レベル 

パルス幅 

tSCLH 

 
2  

出
力
ク
ロ
ッ
ク 

周期 tSCLx SM0CK(P22) ･出力変化開始までの 

時間として規定する。 

2.2～5.5

10  

低レベル 

パルス幅 

tSCLLx 

 
1/2 

tSCL
高レベル 

パルス幅 

tSCLHx 

 
1/2 

SM0C,SM0DA端子入力 

スパイク抑圧時間 

tsp SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

･図8参照 
   1 Tfilt

スタート、 

ストップ間の 

バス開放時間 

入
力 

tBUF SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

･図8参照 

2.2～5.5

2.5  Tfilt

出
力 

tBUFx SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

 

･標準クロックモード時 

･出力変化開始までの 

時間として規定する。 

5.5  

μs 
･高速クロックモード時 

･出力変化開始までの 

時間として規定する。 

1.6  

スタート、 

リスタート 

コンディション 

のホールド時間 

入
力 

tHD;STA SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

･SMIICレジスタ制御ビット

I2CSHDS=0のとき 

･図8参照 

2.2～5.5

2.0  

Tfilt
･SMIICレジスタ制御ビット

I2CSHDS=1のとき 

･図8参照 

2.5  

出
力 

tHD;STAx SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

 

･標準クロックモード時 

･出力変化開始までの 

時間として規定する。 

4.1  

μs 
･高速クロックモード時 

･出力変化開始までの 

時間として規定する。 

1.0  

リスタート 

コンディション 

のセットアップ 

時間 

入
力

tSU;STA SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

･図8参照 

2.2～5.5

1.0  Tfilt

出
力 

tSU;STAx SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

 

･標準クロックモード時 

･出力変化開始までの 

時間として規定する。 

5.5  

μs 
･高速クロックモード時 

･出力変化開始までの 

時間として規定する。 

1.6  

次ページへ続く。 
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前ページより続く。 

項目 記号 
適用端子 

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit

ストップ 

コンディション 

のセットアップ 

時間 

入
力 

tSU;STO SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

･図8参照 

2.2～5.5

1.0  Tfilt

出
力 

tSU;STOx SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

 

･標準クロックモード時 

･出力変化開始までの 

時間として規定する。 

4.9  

μs 
･高速クロックモード時 

･出力変化開始までの 

時間として規定する。 

1.1  

データホールド 

時間 

入
力 

tHD;DAT SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

･図8参照 

2.2～5.5

0  

Tfilt
出
力

tHD;DATx SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

･出力変化開始までの 

時間として規定する。 
1  1.5

データセット 

アップ時間 

入
力

tSU;DAT SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

･図8参照 

2.2～5.5

1  

Tfilt
出
力

tSU;DATx SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

･出力変化開始までの 

時間として規定する。 

1tSCL－ 

1.5Tfilt 
 

SM0CK,SM0DA  

端子の立下り 

時間 

入
力

tF SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

･図8参照 
2.2～5.5   300

ns 

出
力 

tF SM0CK(P22) 

SM0DA(P23) 

･SMIICレジスタ制御ビット

PSLW=1,P5V=1のとき 
5 

20＋ 

0.1Cb 
 250

･SMIICレジスタ制御ビット

PSLW=1,P5V=0のとき 
3 

20＋ 

0.1Cb 
 250

･SM0CK,SM0DAポート出力 

FASTモード設定時 

･Cb≦400pF 

3.0～5.5   100

注4-6-1：本規格値は理論値である。使用の状態に合わせて必ずマージンを確保すること。 

注4-6-2：Tfiltは、レジスタSMIC0BRGのbit7,6(BRP1,BRP0)の設定値と、システムクロック周波数に 

より決定される値 

BRP1 BRP0 Tfilt 

0 0 tCYC×1 

0 1 tCYC×2 

1 0 tCYC×3 

1 1 tCYC×4 

Tfiltは以下の範囲になるように、(BPR1,BPR0)を設定すること。 

  250ns≧Tfilt＞140ns 

注4-6-3：Cbは各バスに接続された負荷のトータル(単位：pF)Cb≦400pF 

注4-6-4：標準クロックモードはSMIC0BRGの設定を、以下の条件の範囲内とした場合 

  250ns≧Tfilt＞140ns 

  BRDQ(bit5)＝1 

  SCL周波数設定≦100kHz 

高速クロックモードはSMIC0BRGの設定を、以下の条件の範囲内とした場合 

  250ns≧Tfilt＞140ns 

  BRDQ(bit5)＝0 

  SCL周波数設定≦400kHz 
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UART2 動作条件/Ta=－40～＋85℃,VSS1=VSS2=VSS3=0V 

項目 記号 
適用端子 

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit 

転送レート UBR2 U2RX(P16), 

U2TX(P17) 

 
2.2～5.5 8  4096 tBGCYC

注4-7：tBGCYCはボーレートクロックソースの1周期 

 

UART0 動作条件/Ta=－40～＋85℃,VSS1=VSS2=VSS3=0V 

項目 記号 
適用端子 

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit 

転送レート UBR0 U0RX(P13), 

U0TX(P14), 

U0BRG(P07) 

 

2.2～5.5 4  8 tBGCYC

注4-8：tBGCYCはボーレートクロックソースの1周期 

 

パルス入力条件/Ta=－40～＋85℃,VSS1=VSS2=VSS3=0V 

項目 記号 
適用端子・

備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit 

高・低レベル 

パルス幅 

tPIH(1) 

tPIL(1) 

INT0(P30), 

INT1(P31), 

INT2(P32), 

INT3(P33), 

INT4(P20), 

INT5(P21), 

INT6(P40), 

INT7(P41) 

･割り込み要因フラグを 

セットできる。 

･タイマ2,3へのイベント

入力ができる。 
2.2～5.5 2   tCYC 

tPIL(2) RESB リセットできる。 2.2～5.5 10   μs 
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AD 変換特性/Ta=－40～＋85℃,VSS1=VSS2=VSS3=0V 

12 ビット AD 変換モード 

項目 記号 
適用端子 

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit 

分解能 NAD AN0(P80)～

AN7(P87), 

AN8(P70)～

AN11(P72) 

 

 2.9～5.5 12  bit 

絶対精度 ETAD (注6-1) 2.9～5.5  ±16 LSB 

変換時間 TCAD12 変換時間算出 4.7～5.5 17  209 

μs 
4.0～5.5 27  209 

2.9～5.5 67  209  

アナログ入力 

電圧範囲 

VAIN  
2.9～5.5 VSS  VDD V 

アナログポート 

入力電流 

IAINH VAIN=VDD 2.9～5.5  1 
μA 

IAINL VAIN=VSS 2.9～5.5 －1   

・変換時間算出方法：TCAD12=(52/(AD分周比)＋2)×tCYC 

 

8ビットAD変換モード 

項目 記号 
適用端子 

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit

分解能 NAD AN0(P60)～

AN7(P67), 

AN8(P70)～

AN11(P72) 

 

 2.9～5.5 8  bit

絶対精度 ETAD (注6-1) 2.9～5.5  ±1.5 LSB

変換時間 TCAD8 変換時間算出 4.7～5.5 11  129 

μs 
4.0～5.5 17  129 

2.9～5.5 42  129  

アナログ入力 

電圧範囲 

VAIN  
2.9～5.5 VSS  VDD V 

アナログポート 

入力電流 

IAINH VAIN=VDD 2.9～5.5  1 
μA 

IAINL VAIN=VSS 2.9～5.5 －1   

・変換時間算出方法：TCAD8=(32/(AD分周比)＋2)×tCYC 

 

注6-1：絶対精度は量子化誤差(±1/2LSB)を除く。 

注6-2：変換時間は変換をスタートさせる命令が出てからアナログ入力値に対する完全なデジタル 

変換値がレジスタに設定されるまでの時間をさす。 

変換時間は下記の場合、通常の2倍となる。 

・システムリセット後、12 ビット AD 変換モードで最初の AD 変換を行った場合。 

・AD 変換モードを 8ビット AD 変換モードから 12 ビット変換モードに切換え、最初の AD 変換を 

行った場合。 
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消費電流特性/Ta=－40～＋85℃,VSS1=VSS2=VSS3=0V 

typ：5.0V(VDD=4.5V～5.5V)、3.3V(VDD=3.0V～4.5V、2.2V～4.5V) 

項目 記号 
適用端子 

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit

通常動作時 

消費電流 

(注7-1) 

IDDOP(1) VDD1 

=VDD2 

=VDD3 

･FmCF=12MHzセラミック発振時 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

･システムクロックは12MHz側 

･内蔵RC発振は停止 

･1/1分周時 

4.5～5.5  9.3 15.0 

mA 

IDDOP(2) 

 

･FmCF=10MHzセラミック発振時 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

･システムクロックは10MHz側 

･内蔵RC発振は停止 

･1/1分周時 

4.5～5.5  8.5 14.4 

IDDOP(3) 

3.0～4.5  5.0 8.3 

IDDOP(4) 

 

･FmCF=4MHzセラミック発振時 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

･システムクロックは4MHz側 

･内蔵RC発振は停止 

･1/2分周時 

4.5～5.5  3.8 5.6 

IDDOP(5) 

2.2～4.5  2.5 4.6 

IDDOP(6) 

 

･FmCF=0Hz(発振停止) 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

･システムクロックは内蔵RC発振 

･1/1分周時 

4.5～5.5   2.5 5.6 

IDDOP(7) 
2.2～4.5   1.7 4.6 

IDDOP(8) 

 

･FmCF=0Hz(発振停止) 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

･システムクロックは32.768kHz側 

･内蔵RC発振は停止 

･1/1分周時 

4.5～5.5  63 155 

μA 
IDDOP(9) 

2.2～4.5  39 102 

IDDOP(10) ･FmCF=12MHzセラミック発振時 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

･システムクロックは12MHz側 

･内蔵RC発振は停止 

･PLL発振時 

･1/1分周時 

4.5～5.5  11.0 17.5 

mA 
IDDOP(11) 

 

 

･FmCF=10MHzセラミック発振時 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

･システムクロックは10MHz側 

･内蔵RC発振は停止 

･PLL発振時 

･1/1分周時 

4.5～5.5  10.3 17.0 

IDDOP(12) 

3.0～4.5  5.9 13.0 

注7-1：消費電流は出力Tr.および内蔵プルアップ抵抗に流れる電流を含まない。 

次ページへ続く｡ 
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前ページより続く｡ 

項目 記号 
適用端子 

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit

HALTモード 

消費電流 

(注7-1) 

IDDHALT(1) VDD1 

=VDD2 

=VDD3 

･HALTモード 

･FmCF=12MHzセラミック発振時 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

･システムクロックは12MHz側 

･内蔵RC発振は停止 

･1/1分周時 

4.5～5.5  2.9 4.4 

mA 

IDDHALT(2) 

 

 

･HALTモード 

･FmCF=10MHzセラミック発振時 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

･システムクロックは10MHz側 

･内蔵RC発振は停止 

･1/1分周時 

4.5～5.5  2.5 4.2 

IDDHALT(3) 

3.0～4.5  1.3 3.0 

IDDHALT(4) 

 

 

･HALTモード 

･FmCF=4MHzセラミック発振時 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

･システムクロックは4MHz側 

･内蔵RC発振は停止 

･1/2分周時 

4.5～5.5  0.90 1.6 

IDDHALT(5) 

2.2～4.5  0.40 1.1 

IDDHALT(6) 

 

･HALTモード 

･FmCF=0Hz(発振停止) 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

･システムクロックは内蔵RC発振 

･1/1分周時 

4.5～5.5  0.42 1.25 

IDDHALT(7) 

2.2～4.5  0.20 0.85 

IDDHALT(8) 

 

 

･HALTモード 

･FmCF=0Hz(発振停止) 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

･システムクロックは32.768kHz側 

･内蔵RC発振は停止 

･1/1分周時 

4.5～5.5  23 90 

μA 
IDDHALT(9) 

2.2～4.5  10 40 

HOLDモード 

消費電流 

IDDHOLD(1) VDD1 HOLDモード 

･CF1=VDDまたはオープン 

 (外部クロック時) 

4.5～5.5  0.05 20 

μA 

IDDHOLD(2) 2.2～4.5  0.03 15 

HOLDX 

モード 

消費電流 

IDDHOLD(3) 

 

HOLDXモード 

･CF1=VDDまたはオープン 

 (外部クロック時) 

･FmX'tal=32.768kHz水晶発振時 

4.5～5.5  15 58 

IDDHOLD(4) 

 
2.2～4.5  4 35 

注7-1：消費電流は出力Tr.および内蔵プルアップ抵抗に流れる電流を含まない。 

 

F-ROM 書き込み特性/Ta=＋10～＋55℃,VSS1=VSS2=VSS3=0V 

項目 記号 
適用端子 

・備考 
条件 

 規格 

VDD[V] min typ max unit

オンボード 

書き込み電流 

IDDFW(1) VDD1 ･マイコン部の消去電流を除く 
3.0～5.5  5 10 mA 

オンボード 

書き込み時間 

tFW(1)  ･128バイト/1Kバイト消去動作 3.0～5.5  20 30 ms 

tFW(2)  ･2バイト書き込み動作 3.0～5.5  40 60 μs 
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電源端子条件 1(VDD1,VSS1) 

VDD1～VSS1端子間には、以下の条件を満たすようなコンデンザを挿入すること。 

・VDD1,VSS1端子から各コンデンサC1,C2間までの配線長は、できるだけ等しく(L1=L1',L2=L2') 

かつ最短にすること。 

・コンデンサは大容量のものC1と小容量のものC2を並列に挿入すること。 

C2については0.1μF以上のコンデンサを実装すること。 
・VDD1,VSS1の各パターンは、他のものより太くすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源端子条件 2(VDD(2,3),VSS(2,3)) 

VDD(2,3)～VSS(2,3)端子間には、以下の条件を満たすようなコンデンザを挿入すること。 

・VDD(2,3),VSS(2,3)端子から各コンデンサC3間までの配線長は、できるだけ等しく(L3=L3') 

かつ最短にすること。 

・コンデンサC3については0.1μF以上のコンデンサを実装すること。 
・VDD(2,3),VSS(2,3)の各パターンは、他のものより太くすること。 
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メイン・システム・クロック発振回路特性例 

メイン・システム・クロック発振回路特性例は、当社指定の発振特性評価用基板を用いて、発振子

メーカによって安定に発振することを確認した回路定数と、この回路定数を外付けしたときの特性

例である。 

 

表1 セラミック発振子を使用したメイン・システム・クロック発振回路特性例 

公称 

周波数 
メーカ名 発振子名 

回路定数 動作電圧

範囲 

[V] 

発振安定時間 

備考 C3 

[pF]

C4 

[pF]

Rf 

[Ω]

Rd2

[Ω]

typ 

[ms] 

max 

[ms] 

12MHz 

村田製作所 

CSTCE12M0G52-R0 (10) (10) OPEN 220 2.4～5.5 0.02 0.2 
C1,C2 

内蔵品 

10MHz 

CSTCE10M0G52-R0 (10) (10) OPEN 470 2.4～5.5 0.02 0.2 
C1,C2 

内蔵品 

CSTLS10M0G53-B0 (15) (15) OPEN 680 2.6～5.5 0.02 0.2 
C1,C2 

内蔵品 

8MHz 

CSTCE8M00G52-R0 (10) (10) OPEN 470 2.3～5.5 0.02 0.2 
C1,C2 

内蔵品 

CSTLS8M00G53-B0 (15) (15) OPEN 1k 2.5～5.5 0.02 0.2 
C1,C2 

内蔵品 

4MHz 

CSTCR4M00G53-R0 (15) (15) OPEN 1.5k 2.2～5.5 0.02 0.2 
C1,C2 

内蔵品 

CSTLS4M00G53-B0 (15) (15) OPEN 1.5k 2.3～5.5 0.02 0.2 
C1,C2 

内蔵品 

発振安定時間は、VDDが動作電圧下限を上回ってから、発振が安定するまでに必要な時間である。 

(図4参照) 

 

サブ・システム・クロック発振回路特性例 

サブ・システム・クロック発振回路特性例は、当社指定の発振特性評価用基板を用いて、発振子メー

カによって安定に発振することを確認した回路定数と、この回路定数を外付けしたときの特性例で

ある。 

 

表2 水晶発振子を使用したサブ・システム・クロック発振回路特性例 

公称周波数 メーカ名 発振子名 

回路定数 動作電圧 

範囲 

[V] 

発振安定時間 

備考 C3 

[pF] 

C4 

[pF]

Rf2

[Ω]

Rd2

[Ω]

typ 

[s] 

max 

[s] 

32.768kHz 
EPSON 

TOYOCOM 
MC-306 10 10 Open 0 2.2～5.5 0.4 2 

適応CL値＝

7.0pF 

発振安定時間は、サブクロック発振回路を開始させる命令を実行後、発振が安定するまでに必要な時

間と、HOLDモードを解除後、発振が安定するまでに必要な時間である。(図4参照) 

注意：回路パターンの影響を受けるので、発振に関わる部品はできるだけパターン長を伸ばさない 

ように近くに配置すること。 
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図1 CF発振回路 図 2 XT発振回路 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 ACタイミング測定点 
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リセット時間と発振安定時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HOLD解除信号と発振安定時間 

 

図4 発振安定時間 

動作 VDD下限 

tmsX’tal 

tmsCF

VDD 

0V 

リセット時間

電源 

RESB 

内蔵 RC発振 

CF1, CF2 

XT1, XT2 

動作モード 不定 リセット 初期化命令実行 ユーザー命令実行 

tmsX’tal 

tmsCF

内蔵 RC発振 

CF1, CF2 

XT1, XT2 

状態 HOLD HALT 命令実行 

HOLD解除 HOLD解除信号なし HOLD解除信号 VALID 割り込み動作 
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図5 リセット回路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 シリアル入出力波形 

 

DATAOUT: 

DATAOUT: 

DATAOUT: 

データ転送 
期間(SIO0,1のみ) 

データ転送 
期間(SIO0,1のみ) 

DI0 DI7 DIx DI8 

DO0 DO7 DOx DO8 

DI1 

DO1 

SIOCLK: 

DATAIN: 

DATAIN: 

SIOCLK: 

DATAIN: 

SIOCLK: 

tSCK 

tSCKL tSCKH

thDItsDI 

tSCKL tSCKHA

thDI tsDI 

tdDO 

tSCKHBSY 

RUN: 

DI6 

DO6 

tSCKHBSY 

＊備考：Dix, DOxは、最終通信ビットを示し、x=0～32768 

CRES

VDD 

RRES

RES 

(注意） 

電源の立ち上がり時はリセットがかかって

いること、電源が安定してから、10μsの期
間リセットがかかるようにCRES,RRESの値

を決めること｡ 

tdDO 
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tBUF tHD;STA
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図7 パルス入力タイミング波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
S ：スタートコンディション 
P ：ストップコンディション 

Sr ：リスタートコンディション 

 
 

図8 I2Cタイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図9 FILT推奨回路 

※PLLを動作開始させた後、最低50msの発振安定時間を取ること。 

tPIL tPIH 

1kΩ

2.2μF 

Cfs=OPEN 

PC2/FILT 
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